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４ 直 接 経 費 

直接経費は，工事を施工するのに直接必要とする経費とし，その算定は次の(1)から(3)までによるものとする。

(１) 特許使用料

特許使用料は，契約に基づき使用する特許の使用料及び派出する技術者等に要する費用の合計額とするもの

とする。 

(２) 水道光熱電力料

水道光熱電力料は，工事を施工するのに必要な電力，電灯使用料，用水使用料及び投棄料等とするものとす

る。 

(３) 機械経費

機械経費は，工事を施工するのに必要な機械の使用に要する経費(材料費，労務費を除く｡）で，その算定は

請負工事機械経費積算要領に基づいて積算するものとする。

５ 諸雑費及び端数処理 

(１) 諸雑費

１) 諸雑費の定義

当該作業で必要な労務，機械損料及び材料等でその金額が全体の費用に比べて著しく小さい場合に，積算

の合理化及び端数処理を兼ねて一括計上する。

２) 単価表

(イ) 単価表(歩掛表に諸雑費率があるもの)
単位数量当りの単価表の合計金額が，有効数字４桁になるように原則として所定の諸雑費率以内で端数

を計上する。

(ロ) 単価表(歩掛表に諸雑費率がなく，端数処理のみの場合)
単位数量当りの単価表の合計金額が，有効数字４桁になるように原則として端数を計上する。

(ハ) 金額は「諸雑費」の名称で計上する。

３) 内訳書

諸雑費は計上しない。

６ 注 意 事 項 

(１) 歩掛の中で率計上となっている諸雑費について

諸雑費は，雑材料，小器材の費用等について，積算の繁雑さを避けるため率計上するとともに，単価表作成

にあたっての端数処理を兼ねたものである。

計上にあたっては，所定の諸雑費率の上限とし，当該金額を超えない範囲で端数処理を行うものである。 

(２) 常設作業帯の設置が困難な地域での路上工事において、現場条件により資機材等の日々回送が発生すること

で作業時間に影響を及ぼす恐れがある場合の積算ついては、別途考慮すること。

（２）端数処理

１）単価表の各構成要素の数量×単価＝金額は小数第２位までとし，３位以下は切り捨てる。

また，内訳書の各構成要素の数量×単価＝金額は１円までとし，１円未満は切り捨てる。

２）歩掛における計算結果の端数処理については，各々に定めのある場合を除き，小数第３位までとし，４位以

下を四捨五入する。

３）共通仮設費の率計上の金額は1,000円単位とし，1,000円未満は切り捨てる。

４）現場管理費の金額は，1,000円単位とし，1,000円未満は切り捨てる。

５）工事価格は，1,000円単位とする。工事価格の1,000円単位での調整は，一般管理費等で行うものとし，「第Ⅰ

編第３章 一般管理費等及び消費税等相当額」で算出された一般管理費等の計算額より，端数処理前の工事

価格の1,000円未満の金額を除いた額を計上する。


	空白ページ
	第１章　
	空白ページ

	第２章　
	Ⅰ
	③　現場発生品及び支給品運搬

	Ⅰ
	２－７　技術管理費

	空白ページ

	第４章　
	Ⅰ
	⑥　請負代金額の減額変更を請求する場合における工事請負契約書第25条第５項（単品スライド条項）の運用について

	Ⅰ
	⑤　工事請負契約書第25条第５項（単品スライド条項）の運用の拡充について

	Ⅰ
	④　工事請負契約書第25条第５項（単品スライド条項）の運用について

	Ⅰ
	②　旧基準で積算した工事に改正基準で積算した工事を追加する場合等の共通仮設費，現場管理費及び一般管理費等の調整について

	Ⅰ
	①　随意契約方式により工事を発注する場合の共通仮設費，現場管理費及び一般管理費等の調整について


	第６章　
	空白ページ

	第７章　
	空白ページ

	第９章　
	Ⅰ
	①　土木請負工事における現場環境改善費の積算


	第１０章　
	空白ページ

	第１２章　
	Ⅰ
	第12章　１日未満で完了する作業の積算
	①　１日未満で完了する作業の積算



	第１３章　
	空白ページ

	第１４章　
	空白ページ

	第２編　
	第１章　
	Ⅱ
	②　土工
	②－１　土工

	Ⅱ
	②－２　土工（ＩＣＴ）

	Ⅱ
	SS③　作業土工
	③－１　床掘工


	Ⅱ
	③－２　埋戻工

	Ⅱ
	④　人力運搬工

	Ⅱ
	⑤　安定処理工
	⑤－１　安定処理工



	第２章　
	Ⅱ
	①　法面工
	①－１　法面整形工


	Ⅱ
	①－２　法面整形工（ＩＣＴ）

	Ⅱ
	①－３　芝付工

	Ⅱ
	①－６　吹付法面とりこわし工

	Ⅱ
	①－７　プレキャストコンクリート板設置工

	Ⅱ
	①－８　人工張芝工

	Ⅱ
	②　基礎・裏込砕石工

	Ⅱ
	③　コンクリートブロック積（張）工

	Ⅱ
	④　石積（張）工
	④－１　石積（張）工


	Ⅱ
	④－２　平石張工

	Ⅱ
	⑤  場所打擁壁工
	⑤－１　場所打擁壁工（１）

	Ⅱ
	⑤－２　場所打擁壁工（２）

	Ⅱ
	⑥　プレキャスト擁壁工

	Ⅱ
	⑦　補強土壁工（帯鋼補強土壁，アンカー補強土壁）

	Ⅱ
	⑧　ジオテキスタイル工

	Ⅱ
	⑩　排水構造物工
	⑩－１　排水構造物工


	Ⅱ
	⑩－２　排水構造物工（溶接金網及び埋設鋼板型枠）

	Ⅱ
	⑩－３　排水構造物工（現場打ち水路（本体））

	Ⅱ
	⑩－４　排水構造物工（現場打ち集水桝・街渠桝（本体））

	Ⅱ
	⑪　軟弱地盤処理工
	⑪－１　サンドマット工


	Ⅱ
	⑪－２　粉体噴射撹拌工（ＤＪＭ工法）

	Ⅱ
	⑬　アンカー工（ロータリーパーカッション式）

	Ⅱ
	⑭　構造物とりこわし工

	Ⅱ
	⑮　コンクリート削孔工

	Ⅱ
	⑰　吸出し防止材設置工

	Ⅱ
	⑱　目地・止水板設置工

	Ⅱ
	⑲　旧橋撤去工

	Ⅱ
	⑳　かご工

	Ⅱ
	㉒　現場取卸費

	Ⅱ
	㉔　函渠工
	㉔－１　函渠工　（１）


	Ⅱ
	㉔－２　函渠工　（２）

	Ⅱ
	㉕　殻運搬


	第３章　
	Ⅱ
	⑥　ドロップハンマ杭打工


	第４章　
	Ⅱ
	③　溶接金網設置工

	Ⅱ
	②－２　型枠工（省力化構造）

	Ⅱ
	②　型　　枠　　工
	②－１　型　　枠　　工


	Ⅱ
	①　コンクリート工


	第５章　
	Ⅱ
	⑦　足場支保工
	⑦－１　足場工
	⑦－２　支保工


	Ⅱ
	⑤　鋼矢板施工法選定表（参考）
	⑤－１　鋼矢板打込施工法選定表（参考）


	Ⅱ
	②－２　バイブロハンマ工（軽量鋼矢板打込引抜工）

	空白ページ


	第６編　
	第２章　
	Ⅵ
	②　インターロッキングブロック工

	Ⅵ
	③－２　防護柵設置工　（ガードパイプ）

	Ⅵ
	③－４　防護柵設置工（落石防護柵）

	Ⅵ
	③－５　防護柵設置工　（落石防止網）

	Ⅵ
	④－２　吹付枠工

	Ⅵ
	⑦　薄層カラー舗装工

	Ⅵ
	⑫　橋面防水工

	Ⅵ
	⑮　コンクリート表面処理工(ウォータージェットエ)

	空白ページ





